
SDGsの取組

目指すゴール
取組・活動内容とゴールとの
関係

目標

経済 ８
ワークライフバランスの充実
を目指し、更なる時間外労働
の削減する。

２０２２年度における時間外
労働時間を２０２１年度対比
１０%削減する。
（２０２５年まで毎年）

社会 11
事務所近隣の河川敷清掃す
る。

矢田川河川敷の清掃活動の実
施する。　２回／年
（２０２５年まで毎年）

環境 13
自動車の使用を極力減らすた
めに、近隣の現場へ向かう際
は自転車を積極的に使う。

共用自転車の使用　5回/月
（２０２５年まで毎年）

日本総合住生活株式会社名北支店

取組・
活動内容

　日本総合住生活（株）は、集合住宅の価値向上をはじめとする多様な事業活動
を通じて持続可能な社会の実現に貢献してまいります。
　当名北支店では、ＩｏＴを活用することにより業務の効率化を図り、ワークラ
イフバランスの充実を目指しています。
また、移動手段として、社用車から共用自転車の使用を促進することにより、気
候変動に影響を与える排出ガスの削減に努めます。
併せて、事務所近隣の河川敷清掃を行い、都市の環境上の悪影響の軽減に貢献し
ていきます。


